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１ 研究テーマ 
本校の生徒で私が担当している２学年の生徒は，学

習に対して前向きに取り組み，説明を聞いて解き方を

理解してきちんと計算することができる生徒が多い。

一方で，ノートを丁寧に書いたり，他者に用語を正し

く用いてわかりやすく説明したりする力が十分とは

言えない。１，２年次は「課題解決の手助けとなるた

めの活用と表現力を高めるための活用」として研究し

てきた。研究で明らかになったことは，ICT 機器の活

用により，より多くの生徒が課題を把握できたり，課

題を魅力的に感じて生き生きと学習する生徒が増え

るなど，課題把握での効果があることである。さらに

数学的思考力を身につけるためには，表現力の質的向

上を求める必要があることが考えられた。昨年度の国

立教育政策研究所の調査から，情報活用能力を高める

ためには「発表のためのスライドや資料を作成する」

活動だけでなく，「自分の考えを発表させる」「伝達・

コミュニケーションを行わせる」活動を積極的に行う

必要があると言われている。また中学校学習指導要領

数学編には，数学的活動として重視しているものの３

つのうちの１つとして「数学的な表現を用いて根拠を

明らかにし筋道立てて説明し合う活動」が挙げられて

いる。さらに，中学校学習指導要領数学編では，表現

することにより「考えたり判断したことを振り返って

確かめることが容易になる。」「一層合理的，論理的に

考えを進めることができるようになる。」「より簡潔で，

的確な表現に質的に高めることになったり，新たな事

柄に気づいたりすることが可能になる。」「自分の考え

を再認識することができる。」「一人では気付かなかっ

た新しい視点をもたらす。」とも述べられている。つ

まり，表現活動を充実させることで，より目的意識を

持って主体的に学習する生徒が増え，楽しみながら学

習することができるのではないかと考えられる。数学

的思考力・表現力を高めるためには，自分の考えを他

者に説明する活動や，様々な考えを比較・検討・統合

し，より質の高い表現を追求する必要がある。今年度，

連立方程式の単元の導入場面で紙とペンを用いて考

えを発表しあう活動を行ったところ，普段の授業より

＜研究の概要＞ 
本研究では，表現力や思考力を高めるための効果的な ICT の活用について研究した。班や全体での

表現活動で，課題となる図に補助線や課題解決のために焦点化するための書き込みを行いながら説明

することで，発表者の表現力や学習者の思考力が高まるのか検証した。その結果，表現力については

班の中での表現活動で ICT 機器を用いることで意欲的に説明しようとする生徒が増え，他者に分かり

やすく説明しようと表現を工夫する場面がみられた。聞き手が分からないと思ったときは，分からな

くなったところまで戻ってもう一度説明したり，分かるまで丁寧に説明することに使用して，班全員

が学習内容をきちんと理解することができた。思考力については，授業の序盤，班での発表活動での

効果的な ICT の活用を行った。序盤では多くの生徒の思考が停滞しているとき，生徒の考えをテレビ

に映し出し，どのように補助線を引くと既習内容を使えるか考えさせて多くの生徒の思考を進める支

援を行った。班での表現活動では，最初の状態の図に書き込みながら説明することで，数学が苦手な

生徒も思考を進めることができた。タブレットを使って表現活動を行うことで，発表資料を作成する

手間を省いて説明活動に時間をかけることができ，数学用語を用いてきちんと説明する姿が多く見ら

れ，数学が苦手な生徒も説明をしっかりと理解できるので，表現力や思考力を高めることができた。 



も分かりやすく説明しようと熱心に取り組む姿が見

られたが，発表用資料を新たに書いたので時間がかか

ってしまい，発表内容を全体で吟味する時間が不足し

てしまった。よって，ICT 機器を生徒自身が活用して

発表資料を作成し，資料作成時間を短縮して発表内容

を吟味する時間を確保することで，思考力や表現力を

高めることができるのではないかと考えられる。互い

に自分の思いや考えを伝え合う活動をより充実させ，

表現力・思考力を高めるための効果的な活用について

検証する余地があると感じ，テーマを絞って研究しよ

うと考えた。 
 

２ 仮説 
(1) 表現力を高める工夫について 

自分の考えを他者に伝える場面において，タブレ

ットに図形の写真を映し出し，アプリ「skitch」を

用いて直接書き込みながら説明させることで，発表

用資料を作成する時間を短縮し，互いに発表する時

間を十分に確保して学習を深められるのではない

かと考える。班内での交流の場面で一人一人がしっ

かりと自分の考えを発表することで表現力を高め

ることができるだろう。 
(2) 思考力を高める工夫について 

班での交流の場面において，タブレットに映し出

した図形にアプリ「skitch」を用いて書き込みなが

ら思考を一緒にたどりながら説明することで，思考

過程をより丁寧に伝えることができ，発表者が思考

を整理するとともに，聞き手も思考を深めることが

できると考える。また，班での交流後に再度個で考

えを整理したり別の視点で考えたりする場面を設

けることで，班で交流した時の思考をさらに深めら

れるのではないかと考える。数学に苦手意識を持っ

ている生徒も他者の考えを聞いて分からない所を

詳しく聞くことで理解を深め，思考力を高められる

のではないかと考える。 
 
３研究の方法と計画 
(1)仮説 1 について 
  班の中での発表活動の場面で，タブレット型パソ

コンを班に１台ずつ渡し，課題の図形に書き込みな

がら説明させる。このとき，既習内容などの数学用

語をきちんと用いて説明するよう指導する。全体の

場においてもテレビやプロジェクターで映し出し

た映像に書き込ませながら発表させる。 
 (2)仮説 2 について 

班の中での発表活動の場面で，タブレット型パソ

コンを班に１台ずつ渡し，課題の図形に思考過程を

書き込みながら他者に考えを伝える活動を行う。こ

のとき，聞き手が発表者の思考過程を一緒にたどる

ことで問題を解決するときの視点が見えやすくな

るよう指導する。全体の場では，e-黒板を用いてテ

レビやプロジェクターで映し出した映像に書き込

ませ，説明後の映像を保存し，複数の考えを同時に

提示して発表を振り返られるようにし，比較・検討

させて思考を深めたい。 
 

４ 研究の実践 
今年度は，ICT 機器を用いた表現活動で最も効果が

見られるのではないかと考えた図形領域「平行と合同」

の単元に絞って研究を行うことにした。 
(1)実践 1 
①実践の概要 
 ア 単元名「平行と合同」（第２学年数学科）本単

元を通してほぼ毎時間実践を行った。 
   単元の前半に設定した目標 

「対頂角が等しくなること」「三角形の内角

の和が 180°になること」を証明する。 
単元の後半に設定した目標 
「凹型四角形の中にある１つの角」「平行線

に引かれた直線でできる角」「星型五角形の先

端の角」の大きさを，平行線や三角形の角の性

質を用いて求め，その求め方を用語を用いて説

明することができる。 
 イ ICT の活用について 
  仮説１「表現力を高める工夫」について 

タブレットを用いて課題の図形に補助線をど

のように引いて考えたのかを説明する活動で用

いた。説明者の表現力を高める目的で用いた。 
  仮説２「思考力を高める工夫」について 

授業の序盤にタブレットを用いて課題の図形

に補助線を引いた様子をテレビに映し出し，思考

の手助けとなるようにした。班での発表活動では，

班に一台タブレットを使用させ，説明し合う活動

を行った。終盤ではテレビに映し出して説明させ，



複数の考えを提示し，解き方を比較・検討させた。 
②子供の学びの姿 
 【課題に対して個で考える場面について】 

多くの生徒が思考を停滞させているときに，解決

までたどりつこうとしている生徒に考えを発表さ

せて思考の手助けとなるようにした。このとき，タ

ブレットとアプリ「skitch」を用いて図に補助線を

かく様子をテレビ画面に映し出し，思考過程を発表

者と聞き手が一緒に辿

れるようにした。補助

線を引く様子を見せる

ことで多くの生徒がそ

れをヒントに課題解決

に向かうことができた。 
【班で自分の考えを発表し合う場面について】 
タブレットとアプリ「skitch」を用いて発表活動

を仕組み，意欲的に発表しようとする生徒が多く見

られた。班の中で順番を決めて発表する様子が見ら

れ，多くの生徒が補助線を引いて説明を行うことが

できた。班の仲間が理解できていないときは，分か

るところまで戻って繰

り返し説明する場面も

見られ，数学に苦手意

識を持っているA児も

説明を聞いて理解を深

めることができた。 
以下は，生徒が実際に図に書き込んだものである。 

  

  
【全体で確認する場面について】 
「skitch」や e-黒板を

用いて説明させた。e-
黒板で書き込みながら

説明させたときは，書き

込んだあとの図を保存し，4 種類まとめて提示しよ

うと試みた。班の中で出されなかった解き方の説明

を全体での確認の場で聞くことで，知らなかった解

き方を知ってより良い方法を考えることができた

ようだった。 
生徒たちの感想からは，「図が見やすい。」「友達

の考えで分からない所を質問しやすい。」「いろいろ

な色を使うことができるので見やすい。」「班の中で

のコミュニケーションが増えた。」「紙とペンで書い

て説明するより簡単にできる。」「間違った時に書き

直しやすい。」「黒板での説明よりわかりやすい。」

「時間短縮できる。」「スムーズに進められる。」「記

憶に残りやすい。」などの感想が出された。多くの

生徒がタブレットを使った説明の良さを実感して

おり，苦手な生徒も説明をていねいに聞くことがで

きて理解を深めることができたようだった。 

 

 

 

 

 

 



 
また，単元テストの平均点でも ICT を用いた授業

を仕組んだ単元の成績が好成績を収めた。 
 【単元テストの平均点】 

・数と式領域「式の計算」…70.9 点 
 ・数と式領域「連立方程式」…61.2 点 
 ・関数領域「一次関数」…55.8 点 
 ・図形領域「平行と合同」…74.7 点 

タブレットでの説明活動を行うことで，基本的な

図形における解き方をしっかりと覚えることがで

きたようだった。既習内容を用いるためにどのよう

な補助線を引けば良いのかについて，書き込みなが

ら説明する学習が記憶に残りやすかったようで，そ

の記憶をもとに解くことができたようだった。数学

が苦手な生徒も，角度を求める問題では，問題数の

半分以上を解くことができ，数学への自信を持つこ

とができていたようだった。 
 
５ 結果と考察 
 (1)仮説１について 

ICT 機器を用いることで，自分の思考をもう一度

最初からたどりながら，書き込みながら説明でき，

どのように考えたのかを聞き手に分かりやすく説

明できる。聞き手が理解していないとき，分かる所

まで戻ってもう一度説明し，繰り返し説明すること

ができ，理解を深めることができた。こうした表現

活動を通して，他者に分かりやすく説明しようと意

欲的に取り組むことで多くの生徒が表現力を高め

ることができる。また，既習内容の数学用語をきち

んと用いて説明するよう指導することで，表現の質

の向上も図ることができる。 
 
 (2)仮説２について 

授業の序盤で課題解決のヒントとなるところま

ででとどめた説明をさせ，それをもとに解き方を考

えさせることで，より多くの生徒が解決できるよう

にでき，停滞していた生徒の思考の手助けを行うこ

とができた。また，発表者と聞き手が一緒になって

じっくり進めることで，より深く理解を進めること

ができた。タブレットを用いて，図形に思考を焦点

化するための書き込みをしながら説明することで，

発表者と一緒に思考をたどりながら説明を聞くこ

とで，解決までしっかり進められることができる。

課題に書き込んである状態から説明を聞くよりも

理解しやすいと考えられる。理解できない場合は，

分かるところまで戻ってもう一度書き込みながら

説明を聞くことができるので，じっくり丁寧に思考

を進めることができ，思考力を高めることができる。 
 
 (3)研究を終えての提言 

本研究を進めて感じた課題は以下の 3 点である。 
一つ目は ICT を使わなくてもホワイトボードを

使えば良いのではないかという意見があったこと

である。ICT の良さは，「資料作成の時間短縮」「ペ

ーパーレス」などが考えられるが，今後さらに研究

を進めていく必要がある。 
二つ目は説明活動の内容についてである。用語は

書かずに口頭で説明すれば短時間で済むが，より分

かりやすく説明しようと思い，丁寧に書いて時間を

かけてしまう生徒が多かったので，全員がしっかり

説明できるようなマニュアル（用語や図形に書き込

む内容の吟味，発表の順序の確認）などの指導を行

う必要があると感じた。 
三つ目は ICT 機器になれるのに時間がかかるこ

とである。ICT 機器を自由に使えるようにするまで

にはある程度の時間が必要だと予想されたが，本研

究では単元の序盤での説明活動で使用させたとこ

ろ，すぐに慣れて自由自在に使いこなせるようにな

ったので，ICT の効果を期待して長期的に見越して

機器に触らせていくことが大切だと考える。 
本研究を通して，本校では ICT 機器を適切に使う

ことで表現力・思考力を向上させ，知識を着実に定

着させることができた。また，生徒の学習への意欲

を高め，発表資料作成の時間を短縮して表現活動の

時間を確保できた。ただし，ICT 機器の使わせ方と

して場面設定や表現内容の吟味，書く活動と話す活

動を区別して効率よく活動できるようにすれば，さ

らに効果的に活用できると思ったので，今後更に研

究を深めていきたい。 
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